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要旨：AO分類 type C 足関節果部骨折の受傷時足部肢位は pronation と理解されていることが多い
が，日常診療では supination と思われる症例をしばしば経験する．そこで，我々の治療した type
C 足関節果部骨折８例を pronation と supination に分類したところ，pronation４例，supination４
例であった．さらに，受傷時足部肢位は内側の損傷形態に最も明確に反映される事が分かり，pro-





















































































































































































































































































た pronation typeと同様の X線所見を呈して
いるため，今回の検討に含めることにした．
ま と め
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